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画に頻出す る 「監禁」「密室」や 「盲 目」と
いったモチーフを交差させると,増村映画の
ある一つの相貌が浮かび上がってくる。それ

































動作が過度 に強調 されは じめるのである。
「視覚」 から 「触覚」へ という増村映画 に潜
行するこのようなベク トルは,一九六〇年代
作品か ら一九七〇年代作品にかけての推移一
ヒロインの運動性の過剰化 ・暴力やグロテス
クへの傾倒 ・世間や社会といった 「外部」の
増村保造の映画空間とは何よりも 「視覚」
世界の逼塞をこそ示 しているのであり,絶対
的 「視覚」領域にあるはずの映画 において,
「視覚」世界からの離脱を欲望 し 「触覚」世
界へ向かおうとするまさ にアンビヴァレント
な志向を我々はそこに読み取ることが出来 る。
それはテーマや物語への奉仕を超えた,あ る
過剰な逸脱として増村保造の映像に棲息して
いるのである。
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